
2014年7月のオープン以来，たくさんの利用者の皆様に
支えられ，当館は10周年を迎えました。そこでこの節目
に，いくつかの記念事業を企画致しました。
一つとして，軽食堂では7月中の土日１０組の親子総勢
２５名の参加がありました。スノーシューのはき方から
基本的な動作を練習し，最後に森の中の散策を行いまし
た。初体験の方々は慣れるまで少し苦労している様子で
したが，森の散策では，雪上を歩きながら自然観察を行
い，貴重な体験となったようです。祝日限定で，日頃の
感謝を込めた特別ランチを提供させていただきました。
とろとろ卵のオムライスにハヤシソース，スープにピク
ルス，デザートつきでボリュームたっぷり。注文された
お客様には大変ご好評をいただきました。
もうひとつ，「わたしたちの泉ケ岳」と題した写真展を
企画，現在，写真を募集しております。仙台市内のほと
んどの場所から仰ぎ見られる泉ケ岳の魅力的な一枚をぜ
ひふるってご応募ください。写真の中に「泉ケ岳」が
写っていればサイズやカラー／モノクロは問いません。
応募の詳細は泉岳自然ふれあい館ホームページをご覧に
なるか下記の番号までお問い合わせください。泉ケ岳賞
(1作品)・ふれあい館賞(2作品)には粗品も進呈いたします。
たくさんのご応募お待ちしております。
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オーエンス
泉岳自然ふれあい館だより

泉ケ岳自然ふれあい塾（10月26日）

バードウォッチング（11月9日）

泉ケ岳ノルディックウォーク・秋（11月1日）

登山女子第4回（11月15日～16日）
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ファミリーアドベンチャー・秋（10月11日～12日）

家族を対象とした主催事業で，17組40名の参加がありました。
1日目は，館内テント設営，体験ブース，キャンプファイヤーを行いました。体験ブースでは，

仙台市公園緑地協会，せんだい農業園芸センター，地底の森ミュージアム，志津川自然の家から
ご協力をいただき，クラフトを中心に体験活動。夜はキャンプファイヤーでゲームなどを楽しみ，
館内に設営したテントで宿泊。
2日目はイワナ大作戦と称し，泳ぐイワナを自分で捕まえ，捌いて塩焼きにして食べるという

体験。参加者からは「力一杯逃げようとする手ごたえに一瞬ひるみました。『いただきます』と
いう意味を改めて体感出来ました。」というお声も頂きました。午後からは，弦楽合奏団の
「ゲッゲロゾリステン」をお招きして，古民家でのはじめてのコンサートを開催。間近で聴く弦
楽器の響きの豊かさに引き込まれていたようです。紅葉の木々に囲まれ佇む古民家でのライブ演
奏は特別感もあり，音響も良く，非日常を味わえる素敵な空間になりました。泉ケ岳の秋を満喫
する盛沢山のプログラムは大変好評をいただきました。

本年度3回目のふれあい塾は「秋の泉ケ岳を楽しもう」をテーマに午後から開催。雨冷えにも
かかわらず，6家族16名の参加がありました。森のゲーム，クラフト，パン焼き，火起こし等の
体験を行いました。焚火では，身体だけでなく心も温まりながら，おもいおもいにゆっくりとし
た時間を過ごされていました。参加者からは「参加してよかった。次回もぜひ参加したい。」

「貴重な体験ができた。」「参加して明日からまたがんばる力が出ました！」などの感想をいただきました。好きなことに挑
戦することがきっかけとなり，次の行動の意欲につながるように今後もさらに企画を工夫していきたいと思います。

参加者は7名，インストラクターの手ほどきを受けて，紅葉が見頃の林道を爽やかに軽やかに歩き
ました。ウォーキング中は，職員5名が列を見守り，時々爆竹を鳴らし安全を確認しながら引率。
参加者の皆さんは，背筋を伸ばしずっと前方に視点を定め，格好の良いフォームを意識しながら歩
いていました。活動後は，秋の味覚さんまの塩焼きやキノコ尽くし定食を味わい，食後の交流会で
はコーヒーを飲みながら，沢山のおしゃべりで楽しい時間を過ごしていただきました。

14家族33名の方々の参加がありました。晴天に恵まれ，お弁当持参の『ピクニック』では仙台平野
と太平洋，松島，牡鹿半島の眺望を楽しみました。『おはなしタイム』では古民家で，「ねっこぼっ
こ」さんの語りかけるような民話の読み聞かせに，子どもも大人もすっかりお話の世界に引き込まれ
ていました。その他にも焼き芋作り，クラフト，屋根付き広場でのボッチャや輪投げなど，さまざま
なプログラムに挑戦。一心不乱に楽しみ喜んでいる子どもたちを，保護者の方が褒めたり励ましたり
する姿は大変ほほえましく印象的でした。1泊の活動の中で，子どもたちはすぐに仲良くなり，保護者
の方々も親睦を深められている姿がありました。

ほどよく葉が落ちて，野鳥観察も紅葉もどちらも楽しめる11月上旬，10組20名の方々が参加されました。
今回は3グループに分かれて，ふれあい館周辺を散策。双眼鏡操作が不慣れな参加者も多くいましたが，森
の中を飛び交うゴジュウカラなどのカラ類混群を観察することができました。観察後は研修室にて，剥製や
写真を見ながら，鳥の生態や植物などの説明を詳しく行いました。参加者は熱心に受講され，より知識が
深まったバードウォッチングとなりました。

シリーズ登山女子の4回目は1泊2日で開催し14名が参加しました。今回は，古くから信仰の対象
だった泉ケ岳の表コースに挑戦しました。頂上までの主な4つのルートのうちで最も急で険しい表
コース。ろうそく岩の急坂を登り，胎内くぐりを抜け，頂上の薬師如来に無病息災を祈り，かもしか
コースを下りました。天候にも恵まれ，錦秋の泉ケ岳を満喫できる絶好のタイミングでの登山となり
ました。前夜の情報交換会では，これまで回を重ねすっかり顔見知りとなった参加者同士，大いに盛
り上がり親睦を深めていました。

6月から始まった登山女子も約半年が経過し，松島オルレも含めると5回目の開催となり，グリーンシーズンの全て
の回で事故もなく成功裏に終了しました。シリーズ最終回は，雪山でスノーシューハイキングの予定です。

幼児わくわくキャンプ・秋（11月2日～3日）
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